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表の利用者（a wide range of users）」の経済的意思決定の資する有用な情報を提供するとこ
ろにある，としている（12項）。これに対して，IFRSs for SMEs（中小企業向け IFRSs）は,
その「中小企業の財務諸表の目的」において，「各方面の財務諸表表の利用者（a broad range
of users）」の経済的意思決定のための有用な情報を提供することとしている（第2節）。



















































































9）岩田 厳教授は，帰納的に形成された会計原則が，通常は generally accepted accounting
principlesと呼ばれているのに対して，アメリカ会計学会系統の会計原則のように，演繹的
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のものがある。」（Financial Accounting,1943 序文の第1パラグラフ 木村重義教授訳「G.
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している。
なお，「商法と企業会計の調整に関する研究会報告書」（平成10年）と題する，旧大蔵
省および法務省による研究会報告書が公表されているが，そこでは，一部の金融商品につ
いての時価評価および税効果会計による繰延税金資産・負債の貸借対照表能力が是認され
ている。
13）accounting for investorsというテーゼは，1930年のアメリカ会計士協会（AIA）の年次大
会において，ニュー・ヨーク証券取引所株式上場委員会の執行委員補佐であった J. M.
Hoxeyが行った講演のテーマである（岩田 厳教授「会計原則と監査基準」昭和30年
p.33）。…本書は，岩田教授の「アメリカ財務監査」（昭和23年）を基幹としたものであ
るが，その他にも，アメリカ会計原則およびアメリカ監査基準に係る論文も収録されてい
る。
14）なお，（注3）の後半で示した会社計算規則第3条の規定をお目通し頂きたい。
（2015年7月10日）
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